
みなかみ町加工施設新設検討会議 議事録 

 

日時：令和 7 年３月１２日（水）14:00～15:40 

会場：月夜野農村環境改善センター 会議室 

参加者：別紙のとおり 

 

○議題 

 

（１）今年度の振り返りについて 

（２）次年度の検討事項等について  

・説明内容については資料参照 

 

●討議 

【加工所の求められる役割のとりまとめ】 

・新治学校給食センターを加工施設の最有力候補地として捉え、昨年末に見学を行った。 

・どのような加工所かといえば、“農業”を振興するための加工所というのがテーマではない

か。 

・消費地として考えると旅館ホテル、給食センターがまず考えられるので、そこに向けた加

工品とそのための設備を検討していく必要がある。 

 （例えば、【食材を長く使えるようにすること】冷凍、一次加工、など） 

・この考え方で言うと、レトルトや缶詰などはとりあえず後回しになるかと思う。 

・この町で絶対的にあるものから考えると、りんご、米、小麦などそういったものから考え

ていくのがセオリー。 

・３回会議で出た、原料の備蓄倉庫という考えも、加工品として備蓄して、長く使えるよう

にしておくと良いのでは。 

 ⇒防災的な観点もあるので、フロー図に入れても良いのでは。 

・冷凍庫の存在は、かなり重要である。 

 ⇒新治学校給食センターの冷凍庫は老朽化している。 

 ⇒設備的には、瞬間冷凍し、保管用のプレハブ冷凍庫に入れる、というイメージ。 

・コーディネーター機能のなかに、原材料供給の調整機能も盛り込んでほしい。 

 

 

 

 

 



●意見交換 

・新治学校給食センターを加工施設として活用していく場合、どのようなスケジュールが見

込まれるか。 

⇒９年度から使える可能性有り（早まる可能性はある） 

・時期は別として、もう新治学校給食センターをどう活用し、どう変えて、 

 何をつくり、どこへ売るのか、を順次できることから進めていってはどうか。 

・それに合わせて人材育成をしていくことも必要では。 

・製粉機は能力や用途によるが、小麦、野菜、きのこなどをパウダーにする需要はある。 

 （乾燥とセットで作る必要あり） 

 

●その他 

・次年度も引き続きこの検討会は行うので、ご協力をお願いしたい。 


